
【調査結果の概要】

１ 概 況（従業者４人以上）

平成２２年の概況は次のとおりである。

◎ 事業所数は、６５２８事業所で、前年に比べ３０４事業所（前年比△4.4％）減少した。

◎ 従業者数は、１９万２５１８人で、前年に比べ８８３人（同0.5％）増加した。

◎ 製造品出荷額等は、４兆８２７５億円で、前年に比べ２５８４億円（同 5.7％）増加した。

◎ 付加価値額は、１兆７９７９億円で、前年に比べ１６４８億円（同10.1％）増加した。

※従業者４人以上の製造事業所について集計、分析を行ったものである。



２ 事業所数（従業者４人以上）

① 事業所数は６５２８事業所で、前年に比べ３０４事業所（前年比△4.4％）減少している。

（表－１）

② 産業別にみると、増加したのは、輸送用機械器具製造業（前年比1.4％）の１産業である。

一方、減少したのは、窯業・土石製品製造業（同△7.6％）、繊維工業（同△6.3％）、金属製

品工業（同△5.1％）など２０産業である。（表－２）

③ 従業者規模別にみると、４～９人事業所で大きく減少している。（表－３）

④ 圏域別にみると、すべての圏域で減少しており、東濃圏域（前年比△6.2％）、中濃圏域

（同△4.8％）、岐阜圏域（同△4.2％）、飛騨圏域（同△4.0％）、西濃圏域(同△2.6％)であ

った。（表－４）

⑤ 産業別に構成をみると、窯業・土石製品製造業が８８２事業所（構成比 13.5％）と最も多く、

次いで金属製品製造業が７６０事業所（同11.6％）、繊維工業が６８８事業所（同10.5％）

となっている。（表－２）

図－１ 事業所数の構成（従業者４人以上）
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３ 従業者数（従業者４人以上）

① 従業者数は１９万２５１８人で、前年に比べ８８３人（前年比0.5％）増加している。

（表－１）

② 産業別にみると、増加したのは、輸送用機械器具製造業（前年比4.0％）、はん用機械器具

製造業（同7.2％）など１２産業である。一方、減少したのは、情報通信機械器具製造業（同

△22.2％）、電子部品・デバイス・電子回路製造業（同△6.6％）など１２産業である。

（表－２)

③ 従業者規模別にみると、３００～４９９人事業所で大きく増加している。（表－３）

④ 圏域別にみると、増加したのは、中濃圏域（前年比 1.2％）、飛騨圏域（同 0.9％）、西濃

圏域（同 0.4％）、東濃圏域（同 0.1％）であった。一方、減少したのは、岐阜圏域（同△0.1

％）であった。（表－４）

⑤ 産業別に構成をみると、輸送用機械器具製造業が２万６９９０人（構成比14.0％）と最も多

く、次いで窯業･土石製品製造業が１万８７７８人（同 9.8％）、金属製品製造業が１万

７３４０人（同9.0％）となっている。（表－２）

図－２ 従業者数の構成（従業者４人以上）
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４ 製造品出荷額等（従業者４人以上）

① 製造品出荷額等は４兆８２７５億円で、前年に比べ２５８４億円（前年比5.7％）増加し

ている。（表－１）

② 産業別にみると、増加したのは、輸送用機械器具製造業（前年比 23.3％）、電子部品・デバ

イス・電子回路製造業（同 27.4％）、化学工業（同 6.9％）など１７産業である。一方、減少

したのは、情報通信機械器具製造業（同△31.2％）など７産業である。（表－２)

③ 圏域別にみると、すべての圏域で増加しており、西濃圏域（前年比 7.2％）、飛騨圏域（同

6.4％）、東濃圏域（同 5.2％）、中濃圏域（同 5.1％）、岐阜圏域（同 5.0％）であった。

（表－４）

④ 産業別に構成をみると、輸送用機械器具製造業が７８８４億円（構成比 16.3％）と最も多く、

次いでプラスチック製品製造業が３８２０億円（同7.9％）、金属製品製造業が３８０８億円

（同7.9％）となっている。（表－２）

図－３ 製造品出荷額等の構成（従業者４人以上）
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５ 付加価値額（従業者４人以上）

① 付加価値額（粗付加価値額での集計を含む）は１兆７９７９億円で、前年に比べ１６４８

億円（前年比10.1％）増加している。（表－１）

② 産業別にみると、増加したのは、輸送用機械器具製造業（前年比54.3％）、電子部品・デバ

イス・電子回路製造業（同32.6％）、金属製品製造業（同13.9％）など１４産業である。一

方、減少したのは、情報通信機械器具製造業（同△76.9％）など１０産業である。（表－２）

③ 圏域別にみると、増加したのは、西濃圏域（前年比17.1％）、岐阜圏域（同12.6％）、中

濃圏域（同 8.5％）、東濃圏域（同 3.6％）であった。一方、減少したのは、飛騨圏域（同

△5.6％）であった。（表－４）

④ 産業別に構成をみると、輸送用機械器具製造業が２４９６億円（構成比 13.9％）と最も多く、

次いで化学工業が２３０７億円（同 12.8％）、金属製品製造業が１６３１億円（同 9.1％)と

なっている。（表－２）

図－４ 付加価値額の構成（従業者４人以上）
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６ 圏域別にみた産業別製造品出荷額等（従業者４人以上)

【岐阜圏域】

製造品出荷額等は１兆２７７１億円で、前年に比べ６１３億円（前年比5.0％）増加している｡

産業別に構成をみると、輸送用機械器具製造業が３５０２億円（構成比27.4％）と最も多く、

次いで化学工業が２１３１億円（同16.7％）、食料品製造業が９２１億円（同7.2％）などとな

っている。

【西濃圏域】

製造品出荷額等は１兆１６２１億円で、前年に比べ７７８億円（前年比 7.2％）増加している。

産業別に構成をみると、電子部品・デバイス・電子回路製造業が１７６２億円（構成比

15.2％）と最も多く、次いでプラスチック製品製造業が１５９０億円（同13.7％）、輸送用機械

器具製造業が１０９７億円（同9.4％）などとなっている。

【中濃圏域】

製造品出荷額等は１兆３９５３億円で、前年に比べ６７８億円（前年比 5.1％）増加している。

産業別に構成をみると、輸送用機械器具製造業が２５６５億円（構成比 18.4％）と最も多く、

次いで金属製品製造業が１７１８億円（同 12.3％）、生産用機械器具製造業が１３８３億円（同

9.9％）などとなっている。

【東濃圏域】

製造品出荷額等は７４７４億円で、前年に比べ３６８億円（前年比5.2％）増加している。

産業別に構成をみると、電気機械器具製造業が１５２３億円（構成比 20.4％）と最も多く、次

いで窯業・土石製品製造業が１４４２億円（同 19.3％)、パルプ・紙・紙加工品製造業が６６３

億円（同8.9％)などとなっている。

【飛騨圏域】

製造品出荷額等は２４５７億円で、前年に比べ１４８億円（前年比6.4％）増加している。

産業別に構成をみると、化学工業が５７８億円（構成比 23.5％）と最も多く、次いで非鉄金属

製造業が３１４億円（同 12.8％）、家具・装備品製造業が２８８億円（同 11.7％）などとなっ

ている。



図－５ 製造品出荷額等の圏域別産業中分類別構成（従業者４人以上）
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